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　晩秋の候、皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は野口遵顕彰会に対しましてご高配・ご支援を賜り厚くお礼を申し

上げます。

　さて、今年度の事業も計画どおり進んでいます。毎年夏休みの期間に

中学生12名を東京地区の科学館、研究所に研修派遣しています『ジュニア

科学者の翼』は、今回を終えて派遣中学生が延べ197名になりました。

半数の皆さんは社会人としてすでに各分野で活躍しています。

　そして、『野口賞』はこれまでに80件の応募があり、そのうち17件

の応募者（30名）に対して『野口賞』（賞金100万円）、あるいは『奨励

賞』（賞金50万円）を授与しています。いずれの事業も当顕彰会を代表

する事業になりました。

また、小学生を対象にして行っています『ジュニア科学スクール』事

業も好評です。今年度は11の小学校より申込があり、約600名の6年生の

皆さんと一緒に「ペットボトルを使った風力発電機」を作っています。

延岡工業高校（電気電子科）の生徒の皆さんの協力もあり楽しみながら学

習を行っています。

　今年度から新たに計画しています「キャリア教育」への具体的な取り

組みはこれからです。目的にそってしっかり進めていきます。

　「野口遵顕彰会」は、これからも活動の一層の充実・発展に努めて

まいります。

今後とも、皆様方の変わらぬご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年11月

ご あ い さ つ

野口遵顕彰会
　会 長 　清　本　英　男
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青少年科学技術派遣研修事業

《 第17回『ジュニア科学者の翼』》

《 「のべおか新興の母　野口　遵」》

副読本マンガ版の配付事業

野口遵翁の科学者として、また、世界的な事業家としての

業績や延岡市発展への功績を小学生のみなさんに知ってもら

うために、分かりやすく親しみやすいようにマンガ風に再編

集した副読本「のべおか新興の母 野口遵」（B5版）を、延岡

市内の小学校28校の4年生全員に配付しました。（計 1,350冊）

これは、延岡市教育委員会が小学生3・4年生に配付してい

る副読本「わたしたちの郷土延岡市」の中に、“延岡にかか

わる偉人”のひとりとして野口遵翁が取り上げられており、

小学生の皆さんが学習する際に、野口遵翁をより理解するの

に役立ててもらえればとの思いで配付しているものです。

各小学校では朝の読書の時間や総合学習の時間などに、活用しています。

なお、今回で3回目の配付となりましたが、来年以降も続けて4年生全員に配付し

ます。

②

”青少年に科学への夢と希望を育む事業”

として毎年夏休みに実施していますが、

今年も7月25日（火）から7月28日（金）

の3泊4日の日程で実施しました。

延岡市、日之影町、高千穂町、門川

町の中学校および五ヶ瀬中等教育学校の

26校から選ばれた12名の皆さんを派遣し

ました（今回で延197名になる）。

派遣研修生は事前研修（2日間）の後、東京地区にあります東芝未来科学館、野口

研究所、科学技術館および日本科学未来館を訪問して、医療、情報、環境、自然、宇宙

等のフロンティア開発、産業など、最先端の科学技術について研修しました。

また事後研修（2日間）の後、8月8日（火）の「報告会」では、研修生それぞれが

事前に決めた5つのテーマ別にパワーポイントを使ってその成果を分かりやすく発表し



※引率　小野　秀俊　延岡市立旭中学校　教諭

『ジュニア科学者の翼』に参加した生徒および学校名（男子4名：女子8名）

安　田　晃一朗

城　後　真　緒

岩　切　優　花

白　瀬　碧　翔

矢　野　真　尋

山　口　勘　護

延岡中学校2年生

岡富中学校2年生

西階中学校2年生

黒岩中学校2年生

北方学園中学校2年生

五ヶ瀬中等教育学校2年生

黒　木　彩　音

西　川　紫　花

馬　﨑　清　香

猪　原　空　野

新　田　愛　弥

佐　藤　莉　嘉

恒富中学校2年生

旭中学校2年生

南中学校2年生

南方中学校2年生

北川中学校2年生

聡明中学校2年生

氏　　　名 学　校 ・ 学　年 氏　　　名 学　校 ・ 学　年

③

ました。

そして各自の成果と感想について、科学への関心が一層高まったこと、「科学」を

より身近に感じるようになったこと、社会の発展にこれからもますます科学技術が必要

なこと・・など、今回の体験を将来に生かしていきたいと報告しました。

世界的に高いレベルの日本の科学技術に触れ、そして研究現場の様子を直接見聞き

できたことは、参加した生徒の皆さんにとって貴重な財産となっています。

今回『ジュニア科学者の翼』に参加した皆さんの中から、野口研究所の「学修奨励金」

授与者（第13回）に、南中学校2年生　馬﨑清香さんと聖心ウルスラ学園聡明中学校2年生

佐藤莉嘉さんの2名が決まりました。二人には、書籍や教材費の一助として高校入学時

から高校在学の3年間、毎年5万円が野口研究所から授与されます。



④

《 「奨励賞」(賞金50万円)を授与！！》

第１７回『野口賞』授与事業

　第17回『野口賞』に1件の応募がありました。選考委員の皆様による慎重

かつ厳正な審査の結果、安井株式会社　開発部課長　荒殿　剛　様　応募の

『高機能プラスチック製手術器具の開発』が「奨励賞」（賞金50万円）に

決まりました。

開発品は自社のプラスチック射出成形技術を活かして、透明樹脂（ポリカー

ボネート）を使った成形品と高輝度のコードレスLED照明器を組み合わせてつ

くった医療用鈎「コウプライト」です。

現在使われている手術器具（鋼製小物類）のほとんどは金属製で、作業性に課題（重い、術野

周辺の視野が悪いなど）がありますが、「コウプライト」はそれらの課題を解消できるもの

です。

　なお、授賞式は11月16日（木）17時から、ホテルメリージュ延岡にて行いました。

 ＜推　薦　者＞  安井株式会社　代表取締役社長　　松　田　　哲　　様

 ＜応　募　者＞  安井株式会社　開発部課長　　　　荒　殿　　剛　　様

 ＜応募テーマ＞　　『高機能プラスチック製手術器具の開発』

《―延岡市と主催して開催―》

第3回「野口遵翁生誕祭」

　延岡市の文化の拠点として市民に親しまれている野口記念館の命名の由来となった旭化成の

創業者野口遵翁の功績を讃えて、生誕の日である7月26日に延岡市と当野口遵顕彰会が主催

して、平成27年より「野口遵翁生誕祭」として野口記念館において開催しています。今年で

3回目となりました。

　岡富中学校生徒による「延岡市歌」の斉唱で始まり、延岡市長などによる「野口遵翁への

祝いの献花」等に続き、「ジュニア科学者の翼」第16回（昨年）派遣研修生の公文菜穂さん

（尚学館中学校3年生）が若者を代表してメッセージを述べました。

そして、出席した皆さん（約100名）は、野口遵翁の胸像に献花しその功績を偲びました。

　また生誕を記念して、パネル展「野口遵翁の功績と延岡」を延岡市役所1階市民交流スペー

スで、その後イオン九州延岡店に会場（1階催事場）を移して開催しました。多くの市民の

皆さんが来場しました。

岡富中学校生徒の皆さんによる「市歌」斉唱 胸像に献花するみなさん

あら どの ごう

こう



⑤

＜実施した学校＞

 （第19回）　　平成29年 7月 1日（土）旭小学校6年生　77名

　　　（第20回）　　平成29年10月11日（水）島野浦小学校5・6年生　6名

＜今後の計画＞

 （第21回）　　平成29年12月 2日（土）南小学校６年生　　　110名

 （第22回）　　平成29年12月 5日（火）北川小学校６年生　　 20名

 （第23回）　　平成29年12月 8日（金）恒富小学校６年生　　 26名

 （第24回）　　平成30年 1月19日（金）土々呂小学校６年生　 58名

 （第25回）　　平成30年 1月20日（土）東海東小学校６年生　 51名

 （第26回）　　平成30年 1月25日（木）川島小学校６年生　　 19名

 （第27回）　　平成30年 2月 3日（土）南方小学校６年生　　123名

 （第28回）　　平成30年 2月 7日（水）緑ヶ丘小学校６年生　 54名

 （第29回）　　平成30年 2月28日（水）一ヶ岡小学校６年生　 44名

   　＜　計　＞  小学校（11校）　　　 588名

 ≪ペットボトルを使って風力発電機をつくる！！≫

『ジュニア科学者スクール』

　平成25年から新しい事業として小学校5・6年生を対象に、実験や組立てなどを通し

て科学技術への関心を高め、楽しみながら学習する機会としてこの事業を実施してい

ます。

今年度は、『ペットボトルを使って風力発電機をつくる』をテーマに各学校を訪問し

て実施していますが、これはペットボトルを使って風車をつくり、発電キットを組立

てて、それらを組み合わせて風力発電機が完成します。扇風機の風を当てるとこの発

電機の風車が回って発電できたことをLEDランプ（赤）が点灯することで確認します。

そして、この仕組みや電気についても学習しています。

　なお、土曜日は延岡工業高校の協力により、電気電子化の生徒の皆さんが小学生の

皆さんに作り方を指導しています。高校生にとっても有意義な体験であり、また小学

生のみなさんも親しく学習する機会となっていて好評です。

ペットボトルで
風力発電機を作ってみよう！



「賛助会員」募集について（お願い)
野口遵顕彰会では「賛助会員」を常時募集しています。当顕彰会の趣旨・目的にご賛同

下さる皆様のご入会をどうぞよろしくお願いいたします。何口でも結構です。

賛助会費は、

（法人）１口　１万円／年間　； （個人）１口　１,０００円／年間

ご入会を希望される方は、お手数ですが下記までご連絡いただきますようお願いいたし

ます。

ホームページアドレス変更のお知らせ
ホームページを開設していますが、このたびアドレスを下記の通り変更しましたのでお知ら

せいたします。

ホームページには、冊子「のべおか新興の母　野口遵」の全文、事業の実施状況などを掲載

しています。どうぞアクセスしてみてください。

〈ホームページアドレス〉

ｈｔｔｐ://ａｂｉｌｉｔｙ-ｇａｔｅ.ｈｅｔｅｍｌ.ｊｐ/ｎｏｇｕｃｈｉ-ｈ-ａ

野口 遵 顕彰会 事務局
〒882-0824
宮崎県延岡市中央通り３丁目５-１　延岡商工会議所内
　　　　　　　　 ＴＥＬ（0982）３３－６６６６
　　　　　　　　 

●連絡先

⑥

ご意見・ご提案について（お願い）
野口遵顕彰会活動や取組み事業に対するご意見・ご提案をお聞かせください。事業計画や

活動に生かしていきたいと思います。下記事務局までお電話、あるいはＦＡＸにてお気軽に

お寄せください。よろしくお願いいたします。




